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The  Peterborough  Chronicle における

前置詞格について

岸　田　隆　之

　 11111.....     11111.....　The Peterborough Chronicle（以下 PChron）の First Continuation

(1122-1131) およびSecond Continuation (1132-1154)を資料として，名詞の

格水平化を調査するのが本論の目的である1）。PChronは中英語としては最

古の East Midland 方言で書かれた年代記である。

　名詞の格水平化についても，方言差が知られている。一般に，南部は保

守的で，北部は進歩的である。例えば，Kentish方言のAyenbite of Inwytは

1340年に書かれたにもかかわらず，loss of final-eは一般化されていない。

すなわち，無語尾与格形は少なくないが，歴史的な有標与格形が主要形で

ある 2）。しかし，スコットランドおよび北部方言ではすでに 13 世紀中葉

までに final-e は発音されなくなったとされる 3）。South-Eastern 方言色の

濃い The Owl and the Nightingale (C1250 Cotton Caligula AIX)についても保

守性が顕著である。すなわち，対与格融合の証拠である前置詞の後での無

語尾与格および s-plural は少なく，しかも類推による a-stem noun の s-

pluralは他類へ全く波及していない4）。また，南部とともに，西部の保守性

も指摘されているが，South-West Midland方言のLaJamon’ s BrutのC-text

(a1225 Cotton Caligula AIX)でも同様の保守性がみられる5)
 。 PChron (1122-

1154) は North-East Midland 方言に属し，こうした南部・西部のテクスト

より少なくとも屈折の面でかなり進歩的な傾向をもつと言われる 6)。
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　11111.....     22222.....　Cecily Clark によれば，PChron の First Continuation では，名詞

の与格単数形は前置詞の後で歴史的形態を保持する傾向もみられるものの，

無変化形の方がむしろ一般的であった。また，屈折形は単音節語に多くみ

られるという 7)
 。 Second Continuationでは，さらに屈折の単純化が進み，

属格だけが形態的に区別されるという近代英語の段階にまで至った 8)。

　なお，以上の格融合の進展の違いは三人称代名詞においても確認できる。

Second Continuationでは三人称代名詞は対格機能であってもすべて与格形

のみが現れるが，First Continuationでは男性代名詞hineがまだかなり残存

する保守的傾向もみられる 9)。

　11111.....     33333.....　与格指標の final-eについては，母音連接 (hiatus) を避けるために

母音または〈ｈ〉の前で削除される現象が初期中英語で認められている 10)。

そのため，無語尾与格形の発生が対与格融合という形態的レベルの現象か，

音韻的に条件づけられたものか区別が困難であるという問題が生じる。C.

Clarkが指摘しているように，PChronでは長音節 ō-stem, i-stemの女性名

詞について，主格（単数）のø-endingが斜格形に及ぶのが通常だが，逆に

斜格形の e-ending がすべての格に共通して現れる場合もある。後者では

final-eは必ずしも歴史的与格を直接的に反映する語尾とは言えない。また，

i-stemの対格単数にø-endingが現れる場合，すでに late Mercianで ō-stem

nounとの類推で e-endingが対格形に侵入していることから，PChronのø-

endingはOEの本来の屈折形を反映するものとは言い難く，対与格融合に

よるものと C. Clarkは考える 11)。  いずれにしても，与格（斜格）指標とし

ての final-eの機能が弱まり，不安定な存在であったことは確かであろう。

　11111.....     44444.....　PChronでは OF起源の地名が多くみられる。OFでは名詞は主格

と斜格が区別されるが，多くの場合（imparisyllabique を除く）主格に -e

が付かなければ斜格には -eはみられない 12)。 したがって，into Normandie

(1123/76), to Clunie (1132/3)における final-e は斜格表示機能をもつと考え
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られる（主格形はNormandi(g), Cluni(g)）。だが，France, Romare, Sicilieで

は主格と斜格の区別はできない。個有名詞は人名・地名，本来語・外来語

を問わずPChronでは無変化形が多い(of Sancte Ådmund 1123/52), of Sancte

Dauid 1130/7)
13)。  借入語の final-eは，基本形が -eで終らなければ，斜格表

示機能をもつpost-prepositional caseの指標としうるが，厳密には与格機能

をもつとは言い切れないであろう。しかし，すでに述べたように，前置詞

の後でも無変化形が一般的である(of Angeow 1123/3, of Mellant 1124/5)。

　2. 1.2. 1.2. 1.2. 1.2. 1.　PChronにおける対与格融合の証拠を，OEで与格を支配した前置

詞の目的語として現れる（１）強変化男性・中性名詞の無変化形

(uninflected form)，（２）OE 与格複数形語尾 -um に代る s-plural, ø-plural,

mutation plural (men)に主として求めることになる。強変化中性名詞や女

性名詞の類推による s-plural は対与格融合の発達の有力な指標であろう。

この s-pluralはその語の既存のいかなる格形態にも由来しない。強力な屈

折型の類推作用により，a-stem noun の s-plural が他類の名詞の与格機能

に用いられたものである。

　ただし，単数形については，hiatusの音声環境にある場合を除いた無語

尾与格形だけをまず対与格融合によるものとみなし，hiatus position のも

のについては屈折形と無変化形の分布状態により格融合によるかどうか判

断する。

　OF起源の語の扱いについては，（1.4.）でふれたように，子音屈折の語

の final-eを斜格表示機能をもつものとし，final-eのない形を無変化形とし

て扱う。

　2. 2.2. 2.2. 2.2. 2.2. 2.　OE で与格を支配した前置詞のうち PChron に現れるのは æfter,

among, be, fram, into, mid, of, to, toforen, togænes, wiƒinnonである。まず，First

Continuationにおける単数無語尾与格の例を示す14) 。なお，hiatus position

の例は星印 * を付す。
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a) Masculine a-stem noun.

æfter Palmes Sunendæi (*1122/9)
15)

, æfter his dæi (1127/6), æfter Sancte

Iohannis messedæi (1131/19), æfter πone eorl (1128/2), æfter heruest (1126/

2), æfter his pallium (*1123/50); be πes kynges ræd (*1129/7);  fram πone

ærcebiscop (1129/27, 1130/2), fram se biscop (*1123/47
1
, *47

2
, 48, 49

1
, 49

2
),

fram πone biscop (1126/13), fram his an castel (1124/5), fram [πone] kyng

(1123/38), fram anne swein (*1128/4), fram πa undern dæies (1122/15); mid

πe cyng (1127/55), mid πone kyng (*1129/4, *1131/14); of se eorl (*1127/11),

of hungor (1124/53), of his utgang (1127/73); to biscop (1123/47, 1129/27), to

his an oƒer castel (1124/6), to ƒe Fridæg (1129/15), to Midsumer Dæi (1131/

18), to ercebiscop (*1123/22, *24), to πam kyng (1123/9), to πone kyng (*1123/

23, *1125/14), to ƒone kyng (*1128/18), to Papedom (1124/41); toforen se

kyng (1123/34), toforen heruest (*1131/12); togænes . . . here regol (1123/

27).

b) Neuter a-stem noun.

æfter πe Romescott (1123/40); mid here micele fals (1125/12); of Engleland

(1127/20, *35, *1129/35), of his hors (*1123/10), of ƒone Romescott (*1127/

30), of Eoferwic (1123/54), of Eferwic (*1125/29), of Noruuic (1130/6); to

Engleland (*1124/15, *1129/1, *5, 1131/12), to his agen land (1129/3), to his

gewitenement (*1123/16); toforen Sancte Marie wefod (*1123/13); togeanes

riht (1123/41, *1127/25).

c) Feminine ō-stem noun.

be πis half (1129/35).
16)

d) Athematic noun.

of cherchades man (1123/23).

e) Proper names.
17)

i) Personal names.

of Sancte Ådmund (*1123/52), of Sancte Alban (1125/30), of Sancte Dauid
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(*1130/7), of Hugo (1123/84), of Waleram (1123/83).

ii) Place names.

fram Burch (*1131/13), fram Ierusalem (1128/17); into Clunni (*1130/19,

*1131/29), into Normandi (1130/12); of Burch (*1125/37, *1127/23, 1128/

13, 1130/18, 1131/35, *39), of Burhc (1127/49), of Angeow (1123/3, *1124/

3, *22, *1126/11, 1127/9, 18, 52), of Anieli (*1123/40), of Angeli (*1127/

24, 37, *1130/13, *1131/16), of Clunni (*1127/30, 43, *1129/31, 1130/15,

21, 1131/15, 31, *35), of Mellant (*1123/80, 1124/5), of Mundford (*1123/

80, *1124/8, *11, 14), of Normandi (1124/20, 25, 1125/2, *1127/16, *51,

*1130/8), of Besencum (*1127/38, 43), of Curboil (1123/32), of Euereus

(*1130/7), of Luuein (1123/69), of Sæis (1130/8); to Burch (1127/55, *1130/

13, 17), to Ierusalem (1128/22, *23), to Normandi (*1127/7, *1131/14), to

Peitou (1128/10).

　22222.....     33333.....　次に，First Continuation で有標与格とみなしうる例を示す。

a) Masculine a-/u-stem noun.

fram πa selua tune (1127/68); to his ærde (1130/21), to Walingeforde (1126/

7), to Stanforde (*1127/68), to Gode (1127/14), to πe heouene (1122/22), to

πone kinge (1124/12);

b) Neuter a-stem noun.

æfter rihte (*1123/43); mid micel rihte (1125/10), mid rihte (1127/39), mid

unrihte (*1124/25, 1127/40), mid micel unrihte (1124/47), mid ealle unrihte

(*1124/49), mid unsæhte (1123/37), mid wrange (*1124/24); of lande (1123/

67), of Scotlande (*1124/36, 1126/9), of Sexlande (*1127/7, *1129/34), of an

mynstre (1123/33), of Sancte Iohanis mynstre (*1123/40), of πe mynstre (*1123/

61), of πa mynstre (1131/24
1
, 24

2
), of Sancte Iohannis minstre (*1127/37), of

πe Temple (1128/17); to biworde (1130/19), to Englelande (*1125/2, 1128/20,
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1130/15), to his inne (*1123/11), to ƒise lande (*1125/13), to πis lande (1126/

2), to lande (*1126/10), to Sancte Berhtines minstre (*1128/5), to his agen

minstre/mynstre (1128/10, *1131/18), to wife (*1124/21, 1126/5, *1127/17,

*21), to πam wolcne (*1122/20), to Wudestoke (*1123/4); tofor πone weofede

(*1127/15); togeanes rihte (1123/61).

c) Feminine u-stem noun.

to hande (1127/6).

d) Athematic feminine noun.

to πa swarte nihte (1122/16); of Cantwarbyrig (1122/17, *1123/4, *53, 56,

*57, *1125/16, *28, *1129/19), of Cantwarabyri (1129/28, 1130/1), of

Gleastingbyrig (*1123/52), of Glastingbyri (*1129/26), of Seresbyrig (*1123/

6, *25), of Særesbyrig (1123/30, 44, 1125/7), of Searesbyrig (1123/49, 73, 78),

of Særesbyri (*1126/13, 1130/5); to Cantwarabyrig (1123/19, *45, *1125/17).

e) Place names.

into Normandie (*1123/76); of Dunholme (*1128/8), of Peitowe (1127/23, 36),

of Lundene (*1123/47, 1130/4), to Brigge (*1126/6), to Lundene (*1129/12).

　22222.....     44444.....　母音連接を避けるために final-e が削除される傾向は PChron の

First Continuationではとくに認められない。表 IIIIIによれば，男性・中性 a-

語幹名詞について，無語尾形がhiatus positionに多く現れるとは言えない。

むしろ，non-hiatus position に無語尾形が若干多く現れる。有標与格形に

ついて，(b)中性 a-stem 名詞および(e)個有名詞で，むしろ hiatus position

にやや多く現れる（表 IIIIIIIIII）。もしhiatus positionの影響があるとすれば，有

標与格形はhiatus positionで少ないはずである。ただし，男性a-語幹名詞

の有標与格形だけが他の類の名詞とは逆の分布を示している──(c)は用

例数が少なく，(d)は母音変異を示す与格形であることから，この場合は

対象外である。
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〈Distribution of the Uninflected Form in Hiatus/Non-Hiatus Positions〉            (Table I I I I I )

〈Distribution of the Marked Form in Hiatus/Non-Hiatus Positions〉                 (Table II II II II II )

　22222.....     55555.....　First Continuationでは概して有標与格形よりも無変化形が与格機

能を担っている（無変化形 124例：与格形 82例）。例えば，男性 a-語幹

名詞について，無変化形kingの９例に対して変化形kingeは１例だけであ

る。同様に，中性 a- 語幹名詞では，無変化形 Engleland が７例，変化形

Englelande が３例である。地名では，Normandi の９例に対し変化形

Normandieが１例，Clunniの 10例に対し Clunnieが１例だけである。し

かし，逆の分布を示す語もある。mynster (neut. a-stem)の無変化形は全く

現れず，変化形 mynstre だけが９例認められる。同様に，Cantwaraburh

(fem. athematic) は全くみられず，与格形Cantwarbyrigが13例認められる。

C. Clark は単音節語に与格語尾が多く現れる傾向があるとしているが 18)，

それは riht (2:4), land (1:4), wif (0:4)に当てはまる。だが，king (9:1)はこ

れに逆行している。

　むしろ，ここでは，riht, -land, wif に代表される中性名詞での与格形の

優位（無変化形 19例に対し与格形 41 例）と，king や dæiに代表される

a　 b c d e (i) e (ii)        Total

Non-Hiatus　 26 8 1 1 3 29 68

Hiatus　 14 11 2 29 56

Total 40 19 1 1 5 58 124

Classes

Positions

a　 b c d e            Total

Non-Hiatus　 6 18 1 13 3 41

Hiatus　 1 22 13 5 41

Total 7 40 1 26 8 82

Classes

Positions
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男性名詞や地名での無変化形の優位に注目したい（40例対７例，58例対

８例）。地名や athematic nounを除いて，男性・中性 a-stem名詞だけにつ

いて格形態の分布を示す（表 IIIIIIIIIIIIIII）。中性名詞の保守性と男性名詞の近代性

は否定しにくいように思われる。

　22222.....     66666.....　表 IIIIIVVVVVは格形態の不明な例を含めて，前置詞ごとに単数での格形

態の分布を示したものである。final-eは与格表示機能をもつ場合と，格弁

別機能をもたない場合があり，後者を代表するのが母音屈折の語である。

ofの〈不明形〉43例のうち，28例は地名だが，これらは母音で終る語形

であるために格の弁別はできない── France, Creme, Romare, Rome（以上

OF）；Bathe, Lincolne。

(Table IIIIIIIIIIIIIII )

         Uninflected　            Inflected

Masc.　 Neut.　 Masc.　 Neut.

after　 6(4)　 1(1)　　 1(1)

be　 1(1)

fram　 12(6)　　 1(1)

mid　 3(1)　 1(1)　 8(4)

of　 3(3)　 8(4)　　 12(3)

to　 12(6)　 6(2)　 6(4)　 17(5)

toforen　 2(2)　 1(1)　　 1(1)

togænes　 1(1)　 2(1)　　 1(1)

Total　 40(24)　 19(10)　 7(5)　 40(15)

注：（　）内の数字は語数を示す。
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　他に， ō-語幹名詞は，長・短の音節のちがいにかかわらず，対格形が母

音で終るので，屈折形を対格とも与格とも区別できない(OE giefe (n/a/d/g),

lāre (a/d/g))。弱変化名詞では〈n〉の脱落もあって，母音〈e〉が単数のす

べての格に共通して現れる。94例の〈不明形〉の大部分はこうした類の名

詞である。-messe (f.w.), cyrce (f.w.), læfe ‘permission’ (f. ō-stem), -cestre (f. ō-

stem), pape (m.w.), sune ‘son’  (n.u-stem), -rice (n.ja-stem), wurƒscipe (m.i-

stem)などである。PChronでは，これらの語が対与格融合に巻き込まれる

可能性は低い──女性 ō- 語幹名詞のうち，対与格融合を示すのは half

‘side’  (〈OE healf)だけである。half は OE で対格，属格，与格とも final-

e で終るが，ここでは主格形ø-form が歴史的与格形に取って代った。

 〈Distribution of the Forms in the Singular after Preps.〉                               (Table IVIVIVIVIV )

Preps. Uninflected Inflected Ambiguous Total

after 7 1 7 15

amang 1 1

be 2　 6 8

fram 14 1 2 17

into 3 1 2 6

mid 4 8 14 26

of 62 39 43 144

to 26 30 16 72

toforen 3 1 2 6

togænes 3 1 1 5

Total 124 (41.3%) 82 (27.3%) 94 (31.3%)　 300

Forms
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　22222.....     77777.....　複数における対与格融合の例を示す。

a) Masc. s-plural.

mid・・・abbotes (1127/24), mid ærcebiscopes (1125/24), mid leodbiscopes

(1125/24); of ealla πa casteles (1124/9), of here stanes (1124/46), of Wales

(1123/49, Wealhのpl.); to hise casteles (1124/17), to feower scillingas (1124/

30), to six scillingas (1124/28, 29); togeanes muneces (1123/27), togeanes πa

muneces (1123/61).

b) Mutation plural.

(i) Masc. fram his cinnesmen (1129/34); of πa ricceste men (1129/31), of

ealle gode men (1128/21).

(ii) Fem. wiƒinnon πa twelf niht (1124/10)

c) Analogical plural (Neut.).

mid strange geoldes (1124/52), mid strange motes (1124/52), of ealle Godes

rihtes (1129/13), of earcedæcnes wifes (1129/15), of preostes wifes (1129/

16); to・・・abbotrices (1125/20), to ealle πa biscoprices (1125/20).

d) OF s-plural.

of Flandres (1127/13, 22, 1128/3), of Seintes (1127/41).

　First Continuationにおける前置詞格の複数形はほぼ近代英語の水準にま

で達している。すなわち，有標与格形は〈from his agene manne 1127/15〉

における manne (〈OE mannum)だけで，格形態不明の４例（すべて弱変

化名詞）を除けば，すべて対与格融合によって主・対格形に統一されてい

る。強変化中性名詞がすべて類推による s-plural形をとっていて，歴史的

なø-plural を保持していないのも注目される（表 VVVVV）。ただし，前置詞 on

は〈on næt  on swin 1131/6〉で歴史的中性対格形を保っている。これら

の語は近代英語でも単・複同形である。
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〈不明形〉の４例をあげる。

　æfter Åsterne (1130/13), to Eastren (1127/73), toforen Eastren (1131/13), of

here ægon (1124/46)

　Eastre ‘Easter’ は弱変化女性名詞で，通常は複数形が用いられる19)。ægon

は OE neut，eage ‘eye’ の弱変化複数形である。

　First Continuationでは，母音連接を避けるための final-eの削除を積極的

に認める証拠がみられないことから，単数での対与格融合がかなり進展し

ていることになる（ただし，強変化中性名詞では保守的傾向が認められ

る）。他方では，複数については有標与格形が１例にすぎず，対与格融合

の発達はほぼ近代英語の発達水準にまで達し，単数での発達をはるかにし

のいでいるのが注目される。

　33333.....     11111.....　以下，Second Continuationについて同様の調査を行い，First Con-

tinuation での調査結果と比較する。まず，単数無語尾与格の例を示す。

a) Masculine a-/u-stem noun.

efter πe ærcebiscop (1135/16), æfter his dæi (1140/69), efter Sancte Andreas

massedæi (*1135/17), efter Rodbert eorl (*1140/14); fra πe king (1140/51,

*63); into Oxenford (*1140/46); mid hungær (1137/34), mid te king (1140/

25,*43), mid suicdom (1132/7); of hungær (1137/43), of πe king (1140/53,

*1154/11), of πe tur (1140/49); to abbot (*1154/15), to an beom (*1137/31),

to πe eorl (*1140/51), to πe iunge eorl (*1140/63), to πe king (1132/2, *1154/

14), to king (1154/6), to an tun (*1137/51), to Walingford (1140/50).

 〈Distribution of N/A Plural Forms after Preps.〉                               (TableV V V V V )

s-plural 　 Mutation 　 Analogical  　 OF 　 Total

(Masc.) Plural Plural (Neut.) s-plural

    12 (8)　  4 (2)　 7 (6)　 4 (2)　    27 (18)

注：（　）内の数字は語数を示す。
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b) Neut. a-stem noun.

efter gold (*1137/19), efter・・・syluer (*1137/20); bi the hebed (*1137/23);

into Engleland (*1140/65); mid micel swinc (*1137/59); of πe land (1137/

16), of Scotland (1135/21, 1138/1), of Noruuic (1137/77); to Engleland (*1135/

10, 14, 1137/6, *1140/58, 1154/5), to πis land (1132/1, 1138/86).

c) Feminine i-stem noun.

mid ormete færd 
20)

(1138/86), mid micel ferd/færd (*1140/15, *65), mid micel

mare ferd (*1140/66).

d) Proper names.

i) Place names.

of Albamar (1138/3), of Angæu (1140/51, 61), of Burch (1132/2, 10, 1154/

8), of Normandi (1140/50), of Sancte Neod (1132/11); to Normandi

(*1137/2).

ii) Personal names.

efter Rodbert (*1140/14); of Hugo (*1137/70), of Willelm (1137/69).

e) OF

mid micel processiun (*1154/17); of prisun (1140/33); to πe hærness
21)

 (1137/

24).

　33333.....     22222.....　Second Continuation における有標与格形とみなしうる例を示す。

a) Masc. a-/u-stem noun.

to kinge (*1135/16), to Oxenforde (1154/13).

b) Neut. a-stem noun.

be gode rihte (1140/56); into the minstre (1132/12), into πe neuuæ mynstre

(1137/62), into an minstre (1140/32), of lande (1132/10, 1137/44); to wife

(1140/55), to wiue (*1140/64).

c) Athematic noun (Fem.).
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of Cantwarbyri (1140/7), of Seresbyri (1132/5, 1137/7).

d) Place names.

of Aldewingle (*1137/71); to Clunnie (1132/3), to Lundene (*1135/15, *1140/

21).

　33333.....     33333.....　Second Continuationでも母音連接の影響を無変化形について認め

ることはできない。もしその影響があるとすれば，母音連接の音声環境に

現れる無変化形が多いはずであるが，表 VVVVVIIIIIによれば無変化形はむしろ非

連接環境にやや多く現れる。final-e を保持する形については，(b) Neut. a-

stem noun でその影響が一見してありそうに思われるが，他の(a) (d)では

その影響は認めがたい。したがって，(b)の数字をそのまま有意差を示す

ものとは考えにくい（表VVVVVIIIIIIIIII）。以上のことから，First Continuationと同様

に，母音連接を避けるためにfinal-eを削除する明確な傾向を認めるのは困

難のように思われる。なお，表 VVVVVIIIIIIIIII の(c)は母音変異によって与格を示す

類(burg × byrig)なので，final-e が添加されることがない。母音連接との

関連では対象外である。

〈Distibution of the Marked Form in Hiatus/Non-Hiatus Positions〉                  (Table VIIVIIVIIVIIVII     )

　 a　 b　 c　 d　   Total

Non-Hiatus　 1　 7　 3　 1　 12

Hiatus　 1　 1 0　 3　 5

Total　 2　 8　 3　 4　 17

〈Distibution of the Uninflected Form in Hiatus/Non-Hiatus Positions〉   (Table VIVIVIVIVI     )

a　 b　 c　     d (i)　   d (ii)　 e　 Total

Non-Hiatus　 12　 9　 1　 8　 2　 1　 33

Hiatus　 12　 7　 3　 1　 1　 2　 26

Total　 24　 16　 4　 9　 3　 3　 59

Classes

Positions

Classes

Positions
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　33333.....     44444.....　表 VVVVVIIIIIIIIIIIIIII は強変化男性・中性名詞に限り、無変化形と与格表示の

final-eをもつ形の分布を示したものである。First Continuationで認められ

た男性名詞の近代性は Second Continuationでも明らかである。First Con-

tinuationで保守的傾向の強い中性名詞については，Second Continuationで

も男性名詞よりは保守的である。ただし，全体としてFirst Continuationで

よりも，さらに対与格融合が一段と進んでいる（無変化形 59例：変化形

17例）。とくに，男性名詞での対与格融合はほぼ完結期に入っている。中

性名詞でも発達は著しい。たとえば，First Continuation では中性名詞 (-)

landの無変化形８例に対し屈折形 (-) landeは 11例であるが，Second Con-

tinuationでは (-) landは10例，(-) landeは２例にすぎない。すなわち，Sec-

ond Continuationで中性名詞の無変化形が変化形よりもかなり多く現れる

のが First Continuation での状況と対照的であると言える。

　ただし，名詞によっては屈折形だけが残存するものもある──mynstre,

-byri。C. Clarkは歴史的与格形 mynstreが単数のすべての格に共通する形

(Table VIIIVIIIVIIIVIIIVIII     )

      Uninflected  Inflected

Masc.　 Neut.　 Masc.　         Neut.

æfter　 4(4)　 2(2)

be　　 1(1)　　 1(1)

fra　 2(1)　

into　 1(1)　 1(1)　　 3(1)

mid　 4(3)　 1(1)　

of　 4(3)　 4(3)　　 2(1)

to　 9(6)　 7(2)　 2(2)　 2(1)

Total　 24(18)　 16(10)　 2(2)　 8(4)

注：（　）内の数字は語数を示す。
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となった可能性を，また，慣用句で与格形が残るとも指摘している22)──

to wife。

　33333.....     55555.....　〈不明形〉は単数の 30.3%を占め，First Continuationでの割合と

同様である（表 IIIIIVVVVV，IIIIIXXXXX）。大部分は母音で終る弱変化名詞および ja-stem,

i-stem, ō-stem noun である── Pape (m.w.), smoke (m.w.), strengthe (f.w.), -

wican ‘office’  (f.w.),  -cester (f.o-stem),  forewearde (f.jo-stem),  Rome (＜ OE

Rom(f) & OF Rome), -stowe (f.wō-stem), -rice (n.ja-stem), wurtscipe (m.i-stem),

genge ‘troop’  (n.)。OF起源の名詞として France, Walteruileがある。特殊な

例はOE Lindcyleneの短縮形Lincolが２例みられる。なお，属格形が beの

目的語となる２例も〈不明形〉の中に含めたことを付け加えておく──be

nihtes    be dæies (1137/18)。前置詞 be は pleonastic insertion との指摘が

ある。23)

〈Distribution of the Forms in the Singular after Preps.〉                              (Table     IX IX IX IX IX )

Preps.  Uninflected　      Inflected　    Ambiguous　     Total

æfter 7 7

be 1 1 2 4

fra 2 1 3

into 2 3　 5

mid 10 9 19

of 19　 6 13 38

to 18　 7 8 33

Total    59 (54.1%)    17 (15.6%)    33 (30.3%) 109

Forms
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　33333.....     66666.....　複数における対与格融合の例を示す。

a) Masc. s-plural.

efter πe muneces (1132/4); mid deoules (m/n. 1137/17), mid rapes (1140/49);

of castles (1137/15), of πe castles (1137/15).

b) Mutation plural (Masc.)

bi the fet (1137/21); mid・・・yuele men (1137/17), mid fæu men (1138/4);

of alle gode men (1154/12).

c) Analogical plural.

bi the πumbes (〈OE πuma m.w. 1137/22); mid castelweorces (n. 1137/16),

mid suilce dædes (f. 1137/55); of πe landes (n. 1137/66), of alle πe landes

(1137/66).

　Second Continuationでは複数形はすべてs-pluralもしくはmutation plural

に統一されている。First Continuation で若干残存していた与格形および

〈不明形〉は全くみられず，近代英語と同じ水準にまで対与格融合が達し

ている。また，類推による s-pluralは中性名詞だけでなく女性 i-stem名詞

(dǣ̄d)や男性弱変化名詞(OE π ūma)にも及んでいる（表 XXXXX）。

　44444.....     11111.....　与格支配の前置詞の目的語に調査対象をしぼり，PChronの First

ContinuationとSecond Continuationで名詞の格融合がどの程度に発達して

いるか調査した。結論として次のことが指摘しうるであろう。

（１）母音連接を避けるために生じるとされる final-e の削除は PChron で

〈Distribution of N/A Plural Forms after Preps.〉                                              (Table X X X X X )

S-plural Mutation Plural Analogical Total
       (Masc.)       (Masc.)       Plural

5 (4)　 4 (2)　 5 (4)　 14 (10)

注：（　）内の数字は語数を示す。
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は明確には認められない。したがって，単数での無変化形は大部分

音韻的に条件づけられたものでなく，対与格融合によって生じたも

のと考えられる。

（２）概して，単数の無変化形は First Continuationから Second Continua-

tion にかけてかなりの増加傾向を示している。

（３）強変化中性名詞について，First Continuationでは屈折形が多く（表

IIIIIIIIIIIIIII），Second Continuationでは無変化形が屈折形よりもかなり増加し

ている（表 VIIIVIIIVIIIVIIIVIII）。

（４）強変化男性名詞については，すでにFirst Continuationで無変化形が

主要形であり，Second Continuationで屈折形は例外的な存在となる。

（５）名詞によっては屈折形だけが現れる── mynstre, -byri。

（６）弱変化名詞(n-stem)が無変化形（子音屈折）をとる例はみられない。

（７）wif(n)は屈折形だけが現れるが，これは慣用句に屈折形が残り易いと

の指摘と一致する(to wife)。

（８）複数形はSecond Continuationですべて対与格融合をこうむった形だ

けで，歴史的与格形は残っていない。

（９）類推によるs-pluralは強変化中性・女性名詞および弱変化名詞にも及

んでいる。

（10）複数形での対与格融合について，PChron の状況は Kentish の

Ayenbite of Inwyt (1340) のそれと類似しているが，それよりも一段と

近代英語に近づいている。以上のことは，単数についても言える。

（11）Trinity Homilies, Vices & Virtues, LaJamon’ s Brut (O-text)では，単数

よりも複数で対与格融合の発達が著しいが 24)，  PChron および

Ayenbite of Inwyt でも同様の傾向が認められる（表 XIXIXIXIXI）。
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（12）Lambeth Homilies (Group B), LaJamon’ s Brut (C-text),および The Owl

& the Nightingale では複数での発達が単数でよりも遅れ，また analogical

pluralが全くみられないことから，これらのテクストは対与格融合の初期

の段階を示すものであろう。発達の中間段階で，複数での融合形が単数で

よりも多く現れるようになり，PChronのContinuationsはその中間段階の

後期を反映するテクストと考えられる。
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